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第
95
回
日
本
水
道
協
会
関

西
地
方
支
部
総
会
が
16
日
、

和
歌
山
市
の
和
歌
山
城
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員
ら

約
２
６
０
人
が
出
席
す
る

中
、「
老
朽
化
し
た
水
道
施

設
の
更
新
・
改
良
事
業
及
び

危
機
管
理
対
策
事
業
に
対
す

る
国
庫
補
助
制
度
等
の
拡
充

と
創
設
に
つ
い
て
」
な
ど
会

員
提
出
問
題
10
題
の
審
議
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
地

方
支
部
役
員
の
改
選
で
は
、

奈
良
県
支
部
長
都
市
が
奈
良

市
か
ら
奈
良
県
広
域
水
道
企

業
団
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
地
方
支
部
幹
事

の
改
選
手
続
き
を
行
っ
た
。

次
回
の
総
会
開
催
地
は
奈
良

県
支
部
の
奈
良
市
に
決
定

し
、
開
催
は
来
年
７
月
14
日

を
予
定
し
て
い
る
。

　

総
会
の
冒
頭
、犬
塚
康
司
・

和
歌
山
市
副
市
長
が
「
水
が

使
え
る
当
た
り
前
を
将
来
へ

継
続
す
る
た
め
、
意
見
交
換

や
情
報
共
有
を
」、
坂
本
篤

則
・
大
阪
市
水
道
事
業
管
理

者
が
「
水
道
事
業
の
さ
ら
な

る
発
展
へ
産
官
学
の
よ
り
一

層
連
携
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

青
木
秀
幸
・
日
水
協
理
事

長
に
続
き
、
来
賓
の
松
井
利

親
・
国
土
交
通
省
水
道
事
業

課
水
道
計
画
指
導
室
専
門

官
、
小
越
洋
輝
・
総
務
省
公

営
企
業
経
営
室
課
長
補
佐
、

岡
本
一
宏
・
和
歌
山
県
生
活

衛
生
課
長
、
中
谷
謙
二
・
和

歌
山
市
議
会
議
長
、
菊
本
一

高
・
水
団
連
副
会
長
（
栗
本

鐵
工
所
社
長
）
ら
も
祝
辞
を

寄
せ
た
。

　

永
年
勤
続
者
１
１
５
人
の

う
ち
、
各
支
部
代
表
者
の
表

彰
後
、
会
議
の
議
長
を
瀬
崎

典
男
・
和
歌
山
市
公
営
企
業

管
理
者
が
担
当
。
２
０
２
５

年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
決

算
の
認
定
、
２
０
２
６
年
度

の
事
業
計
画
・
会
計
予
算
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

会
員
提
出
問
題
は
①
老
朽

化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
・

　

浜
松
市
上
下
水
道
部
は
７

日
、
フ
ジ
テ
コ
ム
と
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
復
旧
活
動

の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
た
。
同
日
、
同
部

住
吉
庁
舎
で
協
定
書
の
締
結

式
を
執
り
行
い
、
奥
家
章

夫
・
浜
松
市
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
管
理
者
と
森
山

慎
一
・
フ
ジ
テ
コ
ム
代
表
取

締
役
社
長
が
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
た
。

　

同
協
定
は
、
災
害
に
よ
る

上
下
水
道
施
設
の
被
害
発
生

時
に
迅
速
な
応
急
復
旧
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
漏
水
調
査

に
係
る
機
材
供
給
や
人
的
支

援
の
協
力
を
行
う
も
の
。
同

協
定
の
主
な
特
徴
は
、
①
同

社
が
多
数
保
有
す
る
漏
水
調

査
専
用
機
材
を
用
い
、
被
害

状
況
に
応
じ
た
最
適
な
漏
水

調
査
方
法
を
選
択
す
る
こ
と

に
よ
る
災
害
対
策
の
強
化
・

効
率
化
②
災
害
時
の
漏
水
調

査
へ
人
的
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
る
早
期
か
つ
的
確
な
復

旧
工
事
と
断
水
被
害
の
長
期

化
の
抑
止
③
同
市
の
他
都
市

へ
の
災
害
支
援
に
協
力
・
帯

同
す
る
こ
と
に
よ
る
応
援
活

動
全
体
の
強
化
―
の
３
点
。

③
の
他
都
市
へ
の
支
援
活
動

へ
の
協
力
を

災
害
協
定
内

で
取
り
決
め

た
こ
と
に
つ

い
て
、
同
市

で
は
、
地
元

管
工
事
組
合

以
外
と
は
初

で
あ
る
と
し

た
。
同
社
と

し
て
も
初
の

試
み
で
あ
る

と
い
う
。

　

森
山
社
長

は
、
同
市
が

行
う
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
対
策

も
踏
ま
え
た
防
災
体
制
の
構

築
や
耐
震
化
の
ほ
か
、
能
登

半
島
地
震
の
際
に
は
中
部
地

方
の
政
令
市
と
し
て
早
期
か

ら
災
害
支
援
を
行
っ
た
こ
と

に
言
及
。「
災
害
時
に
は
１

日
で
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら

れ
る
中
、
弊
社
の
機
材
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
可
能
な
限
り
、
本

協
定
に
基
づ
い
て
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
か
つ
今
回
の

協
定
で
は
、
浜
松
市
が
他
都

市
へ
支
援
に
行
か
れ
る
時
に

私
ど
も
も
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

平
時
も
含
め
、
よ
り
協
調
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い

う
時
に
確
実
に
機
能
す
る
協

定
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

奥
家
管
理
者
は
「
本
協
定

締
結
の
背
景
に
は
、
能
登
半

島
地
震
で
の
災
害
復
旧
支
援

活
動
の
経
験
が
あ
り
、
漏
水

調
査
技
術
を
有
す
る
職
員
や

専
門
機
材
等
の
確
保
が
復
旧

の
第
一
歩
と
し
て
非
常
に
重

要
だ
と
認
識
し
た
。
各
自
治

体
も
機
材
、
人
員
等
に
限
り

が
あ
る
中
で
の
活
動
を
強
い

ら
れ
る
状
況
で
、
豊
富
な
知

見
や
実
績
、
機
材
、
人
的
支

援
な
ど
を
い
た
だ
け
る
と
い

う
こ
と
は
本
当
に
心
強
い
。

当
市
が
被
災
し
た
際
の
ご
支

援
の
み
な
ら
ず
、
我
々
が
支

援
部
隊
と
し
て
他
の
自
治
体

へ
向
か
っ
て
い
く
と
き
に
、

ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
締
結
し
た
災
害
関
連

の
協
定
の
中
で
も
ほ
と
ん
ど

例
の
な
い
取
り
組
み
で
あ

り
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
。

当
県
内
で
初
の
自
治
体
と
の

協
定
と
も
伺
っ
て
お
り
、
本

市
を
最
初
に
選
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
に
も
重
ね
て
感
謝

す
る
」
と
一
層
の
協
力
へ
期

待
を
寄
せ
た
。

　

豊
田
市
上
下
水
道
局
は
８

月
１
～
23
日
の
期
間
、「
水

の
日
」
と
「
水
の
週
間
」
に

あ
わ
せ
て
、
広
く
市
民
に
健

全
な
水
環
境
の
重
要
性
と
上

下
水
道
事
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、「
水
循

環
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
２
０
２
６
」
を
開
催
す

る
。
今
回
は
「
水
の
日
」
応

援
大
使
で
あ
る
ポ
ケ
モ
ン

「
シ
ャ
ワ
ー
ズ
」
の
フ
ォ
ト

パ
ネ
ル
と
ス
タ
ン
プ
台
を
一

部
の
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
設

置
す
る
。

改
良
事
業
及
び
危
機
管
理
対

策
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助

制
度
等
の
拡
充
と
創
設
（
大

阪
府
支
部
・
京
都
府
支
部
・

兵
庫
県
支
部
・
奈
良
県
支
部
・

滋
賀
県
支
部
・
和
歌
山
県
支

部
）
②
上
水
道
事
業
と
統
合

後
の
旧
簡
易
水
道
事
業
に
対

す
る
財
政
支
援
（
京
都
府
支

部
・
奈
良
県
支
部
）
③
水
道

施
設
の
震
災
対

策
に
対
す
る
財

政
措
置
の
強

化
（
大
阪
府
支

部
・
京
都
府
支

部
・
兵
庫
県
支

部
・
奈
良
県
支

部
・
滋
賀
県
支

部
・
和
歌
山
県

支
部
）
④
地
下

水
等
に
よ
る
専

用
水
道
の
利
用

に
か
か
る
法
整

備
及
び
施
策
の

検
討
（
大
阪
府

支
部
・
奈
良
県
支
部
・
滋
賀

県
支
部
）
⑤
特
定
多
目
的
ダ

ム
供
用
開
始
後
に
要
す
る
費

用
の
利
水
者
負
担
額
の
軽
減

及
び
水
利
権
制
度
の
柔
軟
な

運
用
（
兵
庫
県
支
部
・
奈
良

県
支
部
・
和
歌
山
県
支
部
）

⑥
水
道
事
業
に
お
け
る
電
力

確
保
対
策
等（
大
阪
府
支
部
・

奈
良
県
支
部
）
⑦
地
方
公
営

企
業
の
繰
出
基
準
の
拡
充
等

（
京
都
府
支
部
・
奈
良
県
支

部
・
滋
賀
県
支
部
・
和
歌
山

県
支
部
）
⑧
水
道
施
設
の
耐

用
年
数
の
見
直
し
（
奈
良
県

支
部
・
滋
賀
県
支
部
）
⑨
防

災
・
安
全
交
付
金
制
度
（
水

道
事
業
運
営
基
盤
強
化
推
進

事
業
）
の
充
実
（
大
阪
府
支

部
・
兵
庫
県
支
部
・
奈
良
県

支
部
）
⑩
持
続
可
能
な
水
道

基
盤
確
保
に
向
け
た
財
政
措

置
及
び
制
度
改
正
（
大
阪
府

支
部
・
京
都
府
支
部
・
兵
庫

県
支
部
・
奈
良
県
支
部
・
滋

賀
県
支
部
）
―
に
つ
い
て
の

10
題
。

　

提
出
各
府
県
支
部
の
代
表

事
業
体
が
、
各
題
の
提
出
理

由
な
ど
を
説
明
。
審
議
の
結

果
、
全
題
を
全
国
会
議
へ
提

案
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

続
い
て
、
国
交
省
と
総
務

省
が
水
道
事
業
に
関
す
る
国

の
施
策
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

第
95
回
日
本
水
道
協
会
関

西
地
方
支
部
総
会
（
７
月
16

日
、
和
歌
山
市
）
が
開
催

さ
れ
た
和
歌
山
城
ホ
ー
ル

の
会
場
ロ
ビ
ー
で
、
同
支

部
賛
助
会
員
に
よ
る
展
示

会
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
20

企
業
・
団
体
が
出
展
し
、
最

新
の
製
品
展
示
や
技
術
紹
介

な
ど
を
行
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、坂
本
篤
則
・

大
阪
市
水
道
事
業
管
理
者
は

「
最
新
技
術
や
最
先
端
の
取

り
組
み
な
ど
が
分
か
り
や
す

く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
諸
課

題
解
決
に
向
け
た
相
互
交
流

の
場
と
し
て
有
意
義
」、
上

田
修
・
三
菱
電
機
神
戸
製
作

所
社
会
シ
ス
テ
ム
部
主
任
が

「
事
業
体
と
の
意
見
交
換
で

技
術
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
、
水
道
事
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
へ
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
出
展
企
業
・
団

体
の
関
係
者
が
製
品
や
技
術

の
概
要
な
ど
を
説
明
・
紹
介

し
、
総
会
参
加
の
各
府
県
支

部
の
事
業
体
職
員
と
質
疑
応

答
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

出
展
し
た
20
企
業
・
団
体

は
次
の
通
り
（
50
音
順
）。

▽
大
阪
水
道
総
合
サ
ー
ビ
ス

▽
管
総
研
▽
キ
ッ
ツ
エ
ス

ジ
ー
エ
ス
▽
ク
ボ
タ
▽
ク
ボ

タ
建
設
▽
栗
本
鐵
工
所
▽
光

明
製
作
所
▽
コ
ス
モ
工
機
▽

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
▽

清
水
工
業
▽
水
研
▽
大
成
機

工
▽
大
和
鉄
工
所
▽
ト
ー
ケ

ミ
▽
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

協
会
▽
日
之
出
水
道
機
器
▽

フ
ジ
テ
コ
ム
▽
フ
ソ
ウ
▽
Ｐ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
協
会
▽
Ｙ
Ｏ

Ｎ
Ｅ

　

京
都
府
流
域
下
水
道
事
業

経
営
審
議
会
の
第
３
回
下
水

道
管
理
の
あ
り
方
検
討
部
会

（
部
会
長
＝
加
藤
裕
之
・
中

央
大
学
研
究
開
発
機
構
機
構

教
授
）
が
こ
の
ほ
ど
、
京
都

市
下
京
区
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

ラ
ザ
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

同
部
会
で
は
府
内
の
下
水
道

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

広
域
化
・
共
同
化
、
公
民
連

携
、
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
の
調
査

審
議
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

は
公
民
連
携
手
法
の
導
入
な

ど
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
包
括

業
務
委
託
（
管
理
・
更
新
一

体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
）
に

係
る
導
入
検
討
の
ス
キ
ー
ム

案
に
つ
い
て
」
で
、
府
お
よ

び
市
町
村
の
取
り
組
み
方
針

の
留
意
点
や
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
Ｗ
―
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の

ス
キ
ー
ム
案
の
妥
当
性
確
認

な
ど
に
つ
い
て
、
部
会
委
員

に
助
言
を
求
め
た
。
導
入
が

有
効
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
２

０
２
９
年
か
ら
の
施
設
管
理

や
業
務
着
手
を
予
定
し
て
い

る
。

　

部
会
の
冒
頭
、石
塚
健
一
・

京
都
府
建
設
交
通
部
公
営
企

業
管
理
監
が
「
各
委
員
の
立

場
で
包
括
業
務
委
託（
管
理
・

更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

式
）、
い
わ
ゆ
る
Ｗ
―
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
導
入
実
現
へ
助
言
を
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

同
部
下
水
道
政
策
課
職
員

が
▽
前
回
（
第
２
回
）
ま
で

の
振
り
返
り
▽
前
回
（
第
２

Ｗ
―
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
枠
組
へ
助
言

府
処
理
場
・
管
渠
と
２
市
町
管
渠

京
都
府
下
水

経
営
審
部
会

石塚公営企業管理監 加藤部会長

坂本管理者 犬塚副市長

よ
り
一
層
の
産
官
学
連
携
を

会
員
提
出
問
題
10
題
な
ど
審
議

日

水

協

関
西
支
部

和歌山市内で開催した第95回総会

　豊田市上下水道局は８月19日、同市役所

で上水道施設の包括的な維持管理手法に関

して民間事業者の意見を広く聞く意見交換

会を開催する。持続可能な水道事業を目指

し、上水道施設における維持管理のさらな

る効率化を図るため、包括的な維持管理手

法について検討を進めている。意見交換会

は、現時点の検討状況を共有するととも

に、民間事業者から幅広く意見・提案を聞

くことを目的としたもので、８月12日まで

参加者を受け付けている。

　参加対象は、同市の入札参加資格を有

し、包括的維持管理への参画に意向・関心

を有する民間事業者。参加希望者は、同市

ホームページに掲載している参加申込書に

必要事項を記入の上、同局上水運用セン

ターに電子メール（j-unyo@city.toyota.

aichi.jp）で申し込む。

　詳細は同市ホームページを参照。問い合

わせは同局上水運用センター施設運用担

当の倉橋氏・貴田氏（電話：0565―31―

2022、 メ ー ル：j-unyo@city.toyota.aic

hi.jp）。

漏水調査や他都市への支援活動協力

フジテコムと災害支援協定締結

協定書を取り交わした奥家管理者㊧と
森山社長
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上水道施設の包括的な維持管理検討
豊田市上下水道局

８月12日まで意見交換会参加者募集
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